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事
務
担
当
の
内
閣
官
房
副
長
官
の
適
性
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
二
〇
一
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
事
務
担
当
の
内
閣
官
房
副
長
官
の
適
性
に
、
記
憶
力
の
良
さ
は
求
め
ら
れ
る
か
と
問
う
た
と
こ

ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
『
記
憶
力
の
良
さ
』
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
昨
年
一
月
十
一
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質

一
六
八
第
三
五
一
号
）
で
は
、
記
憶
力
の
定
義
に
つ
い
て
「
記
憶
力
と
は
、
一
般
に
、
物
事
を
忘
れ
ず
に
覚
え
て
い
る
能
力

を
意
味
す
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
外
務
省
と
し
て
は
、
記
憶
力
は
、
外
務
省
職
員
に
求
め
ら
れ
る
資
質
や
能
力
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
当
方
が
問
う
た
「
記
憶
力
の
良
さ
」
と
は
、
右
答
弁
に
あ
る

「
物
事
を
忘
れ
ず
に
覚
え
て
い
る
能
力
」
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
外
務
省
職
員
に
求
め
ら
れ
る
資
質
や

能
力
の
一
つ
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
事
務
担
当
の
内
閣
官
房
副
長
官
の
適
性
に
、
物
事
を
忘
れ
ず
に
覚
え
て
い
る
能
力
を
有

し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
能
力
が
優
れ
て
い
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
る
か
。

二

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
正
直
の
定
義
に
つ
い
て
「
例
え
ば
、
い
つ
わ
り
の
な
い
こ
と
、
ま
た
、
率
直
な
こ
と
（
出
典

広
辞
苑
）
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
前
回
質
問
主
意
書
で
、
事
務
担
当
の
内
閣

一



官
房
副
長
官
の
適
性
に
、
正
直
で
あ
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
一
般
に
、
内

閣
官
房
副
長
官
は
誠
実
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
答
弁
に

あ
る
誠
実
と
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
定
義
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
正
直
の
意
味
は
ど
の
様
に
異
な
る
か
。

三

事
務
担
当
の
内
閣
官
房
副
長
官
の
適
性
に
、
正
直
で
あ
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
る
か
。
再
度
質
問
す
る
。

四

本
年
三
月
三
日
、
民
主
党
小
沢
一
郎
代
表
が
政
治
資
金
規
正
法
に
違
反
す
る
形
で
西
松
建
設
よ
り
献
金
を
受
け
て
い
た
と

し
て
、
小
沢
代
表
の
資
金
管
理
団
体
の
会
計
責
任
者
で
あ
る
公
設
第
一
秘
書
が
逮
捕
さ
れ
た
。
同
月
六
日
付
の
新
聞
等
が
、

あ
る
政
府
高
官
が
右
の
事
件
（
以
下
、
「
献
金
事
件
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
「
自
民
党
に
及
ぶ
こ
と
は
絶
対
に
な
い
。
請

求
書
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
別
だ
が
、
金
額
が
違
う
。
立
件
は
な
い
」
と
の
旨
述
べ
た
と
報
じ
た
こ
と
（
以
下
、
「
新
聞

報
道
」
と
い
う
。
）
が
話
題
に
な
っ
た
が
、
右
の
政
府
高
官
は
漆
間
副
長
官
で
あ
る
こ
と
が
既
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

同
月
九
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
漆
間
副
長
官
は
、
自
身
が
「
新
聞
報
道
」
に
あ
る
様
な
、
「
献
金
事
件
」
の

捜
査
が
自
民
党
側
に
及
ぶ
こ
と
は
な
い
と
の
発
言
を
し
た
こ
と
は
記
憶
に
な
い
旨
述
べ
て
い
る
が
、
本
年
三
月
九
日
付
朝
日

新
聞
夕
刊
一
面
に
は
、
「
自
民
党
側
は
立
件
で
き
な
い
と
思
う
」
（
朝
日
新
聞
）
、
「
自
民
党
の
方
に
ま
で
波
及
す
る
可
能

性
は
な
い
と
思
う
」
（
読
売
新
聞
）
、
「
こ
の
件
で
（
東
京
地
検
が
）
自
民
党
の
方
ま
で
や
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
」
（
毎

二



日
新
聞
）
、
「
自
民
党
に
及
ぶ
こ
と
は
絶
対
な
い
」
（
日
本
経
済
新
聞
）
、
「
自
民
党
議
員
に
波
及
す
る
可
能
性
は
な
い
と

思
う
」
（
共
同
通
信
）
と
、
「
新
聞
報
道
」
の
具
体
例
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
表
現
の
違
い
は
あ
る
が
、
全
て
漆

間
副
長
官
が
「
献
金
事
件
」
に
関
し
て
、
自
民
党
と
い
う
具
体
的
な
政
党
名
を
挙
げ
、
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
月
十
日
付
読
売
新
聞
四
面
に
は
、

懇
談
で
私
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
記
者
）
が
「
自
民
党
の
議
員
に
も
（
捜
査
は
）
及
ぶ
こ
と
は
な
い
か
」
と
聞
い
た
。
そ
れ
に
答

え
た
記
憶
は
。

「
直
接
、
政
党
名
を
挙
げ
て
聞
か
れ
た
記
憶
が
な
い
。
」

と
、
同
月
九
日
の
漆
間
副
長
官
の
記
者
会
見
に
お
け
る
記
者
と
の
や
り
取
り
の
詳
細
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
前
回
質
問
主
意

書
で
、
こ
の
様
に
、
漆
間
副
長
官
が
「
献
金
事
件
」
に
関
し
て
自
民
党
と
い
う
具
体
的
な
政
党
名
を
挙
げ
て
コ
メ
ン
ト
し
た

と
明
確
に
述
べ
る
意
見
が
多
数
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
「
新
聞
報
道
」
に
あ
る
「
献
金
事
件
」
に
関
す
る
自
身
の
コ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
「
記
憶
に
な
い
」
と
す
る
漆
間
副
長
官
の
発
言
は
、
正
直
な
も
の
で
あ
る
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る
か
と
問
う
た
と

こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
漆
間
巌
内
閣
官
房
副
長
官
は
、
本
年
三
月
九
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
及
び
総
理
大
臣
官

邸
に
お
け
る
記
者
会
見
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
『
新
聞
報
道
』
に
つ
い
て
は
、
個
人
的
な
経
験
及
び
識
見
に
基
づ
い
て
、
あ

三



く
ま
で
一
般
論
と
し
て
違
法
性
の
認
識
の
立
証
が
い
か
に
難
し
い
か
等
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
特
定
の
政
党
や
議
員
へ
の

捜
査
の
帰
趨
等
、
検
察
に
よ
る
捜
査
の
中
立
性
あ
る
い
は
公
平
性
を
否
定
す
る
よ
う
な
発
言
は
し
て
い
な
い
と
考
え
て
い
た

旨
を
説
明
し
た
上
で
、
本
人
の
真
意
が
伝
わ
ら
な
い
形
で
報
道
さ
れ
、
多
く
の
皆
様
に
御
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
に
つ
い
て
陳

謝
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
漆
間
副
長
官
と
し
て
は
、
「
新
聞
報
道
」
に
あ
る
「
献
金
事

件
」
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
、
自
身
の
真
意
が
伝
わ
ら
な
い
形
で
報
道
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
で
は
今
回

そ
の
様
な
形
で
「
新
聞
報
道
」
が
な
さ
れ
た
の
は
、
故
意
か
偶
然
か
は
別
と
し
て
、
右
で
挙
げ
た
新
聞
等
の
各
報
道
機
関
が

漆
間
副
長
官
の
真
意
を
取
り
違
え
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

五

四
で
挙
げ
た
新
聞
等
の
各
報
道
機
関
は
、
そ
ろ
っ
て
漆
間
副
長
官
が
自
民
党
と
い
う
具
体
的
な
政
党
名
に
触
れ
た
こ
と
を

報
じ
て
い
る
。
漆
間
副
長
官
が
記
憶
し
て
い
な
い
だ
け
で
あ
っ
て
、
漆
間
副
長
官
が
本
年
三
月
五
日
夜
の
オ
フ
レ
コ
会
談
に

お
い
て
、
自
民
党
と
い
う
具
体
的
な
政
党
名
を
挙
げ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

六

四
の
報
道
等
に
も
あ
る
が
、
わ
ず
か
四
日
前
の
出
来
事
を
「
記
憶
に
な
い
」
と
す
る
こ
と
は
、
一
で
挙
げ
た
「
物
事
を
忘

れ
ず
に
覚
え
て
い
る
能
力
」
の
有
無
の
観
点
か
ら
、
事
務
担
当
の
内
閣
官
房
副
長
官
の
適
性
に
か
な
う
か
。
政
府
の
見
解
を

再
度
問
う
。

四



七

潔
さ
の
定
義
如
何
。

八

事
務
担
当
の
内
閣
官
房
副
長
官
に
求
め
ら
れ
る
適
性
に
、
潔
さ
は
求
め
ら
れ
る
か
。

九

四
の
答
弁
に
あ
る
様
に
、
漆
間
副
長
官
と
し
て
「
多
く
の
皆
様
に
御
迷
惑
を
か
け
た
」
と
認
識
し
て
い
る
の
な
ら
、
潔
く

内
閣
官
房
副
長
官
の
職
を
辞
す
る
等
、
明
確
な
責
任
を
取
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

五


